


ことがもちろん第一の夢ですが、キャンプ
周辺のまちが元気になっていくことも夢の
ひとつとして考えています。キャンプを一
緒に創り上げていく中で、交流人口の増加
や経済的な効果だけでなく、もっと内面的
なところまでまちが元気になれば嬉しいな
と考えています。

様々なイベントでの広報、テレビや新聞を
通じた発信を行い、またキャンプイメージ
の共有やプログラム、医療支援体制等の検
証を行うため、実際に難病の子どもを招待
して、プレキャンプを行ってきました。あ
わせて、北海道連絡所の開設、滝川市との
建設推進に向けた合意書の調印、１億７千
万円の高原基金助成の獲得、米国キャンプ
との提携などを実現させてきました。
　2007年度には、専用施設の建設工事を一
部開始し、2008年度にはキャンプ場を運営
する組織として一般財団法人への登記。
2009年度には一部施設利用を開始し、その
後は資金状況、整備状況にあわせて、本格
的な開園をする予定となっています。
プレキャンプの様子
　滝川市丸加高原において、夏と冬あわせ
て計12回のプレキャンプ(既存施設｢伝習館｣
を利用)を実施し、延べ240名を超える病気
とたたかう子どもたち(小児がんなど)は、
これまで全国各地から500名以上が集まっ
ています。参加した子どもたちは、北海道
の大自然を満喫し、笑顔一杯で仲間たちと
思い出をつくり、生きるエネルギーを得て
います。プログラムは、丸加高原での自然
体験だけでなく、乗馬やグライダー、カヌー、
農業体験など滝川のまち全体を利用して楽
しんでもらっています。これらプレキャン
プの様子は、完成後のシーンを想像させて
くれます。
施設整備計画
　キャンプ地は、子どもたちが安全に安心
してキャンプを楽しめるよう、周囲を森に
囲まれた静かな場所で、子どもたちの隠れ
家のようになっています。仲間たちと一緒
に数日間のキャンプ生活を送る施設として、
宿泊棟やコテージ、食堂、森の案内所(事
務棟)、小劇場＆体育館等があり、キャン
プ中に医師が常駐する医療棟は、子どもた
ちの遊びの動線から離れた目立たない場所
に配置されています。敷地の2/3を占める｢そ
らぷちの森｣を歩くと、花畑や果樹園、テン
トサイト、野外炊事場、小川、つり橋、魚
釣りの池などがあらわれます。アーチェリー
や小動物とふれあえる場所もあり、子ども
たちは好きな遊びをすることができるよう
に計画しています。冬には丘の傾斜を利用
して、そりやスキーが行える場所もありま
す。もちろん建物内や屋外空間は、すべて
バリアフリーデザイン、ユニバーサルデザ
インが施されるほか、手すりや扉の取っ手、
サインの高さは通常より低く、またサイン
は遊び心を持ったデザインになっているな
ど、空間全体が病気とたたかう子どもたち
に配慮した設えとなっています。
これからの夢
　上述してきたミッションを実現していく


